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茨城　元小学校教員

丸山 哲也

ここがポイント！理科理科 の授業

植物の発芽と成長
小学校５年

〈ここがポイント〉

市販テストの内容に対応する１時間に１つの
問題を設定して、子どもたちが実験の結果を予
想できるようにする。
結果を選択肢で提示することにより、予想を
考えやすくする。
教科書に掲載された実験は、問題としてすべ
て指導計画に取り入れる｡（教科書により実験
器具や方法の違いあり）

１－１　単元の目標

①　‌�植物は、種子の中の養分（でんぷん）を使っ
て発芽することを知る。

②　‌�植物の発芽には、水･空気･温度が関係し
ていることを知るさせる。

③　‌�植物の成長には、日光や肥料などが関係し
ていることを知る。

④　‌�植物の発芽や成長について、得られた結果
を適切に記録する。

１－２　指導計画10（11）時間
【教科書15時間）

１次　種子の発芽の条件
１時　プリンカップで種子を発芽させる条件
２時　‌�インゲンマメは、どんな条件で発芽し

たのか考える。
３/４‌�時　水のほかに「空気・適当な温度･

明るさ」のどの条件が必要か、実験装
置をつくり、結果をまとめる。

２次　種子の発芽に必要な養分
１時　‌�インゲンマメの種子（子葉）を観察す

る。
２時＋‌�１　発芽した後、子葉は成長していな

いことに気づく。
子葉には、でんぷんという養分（人に
とっては栄養）が含まれていることを
知りでんぷんが含まれている食品を調
べる。

３時　‌�子葉のでんぷんは、発芽と本葉の成長
のときに使われたことを知る。

３次　植物の成長と日光･肥料の関係
１時　植物の成長には、日光が必要なことを

知る。
２時　植物の成長は、肥料をあたえるとあた

えないときよりもよくなることを知る。
３時　単元のまとめ

２　料理番組方式で
実験結果を確実に見せる

植物の単元で一番の課題は、子どもたちの関
心が薄れることです。実験装置のインゲンマメ
を枯れさせた経験がありませんか。また、せっ
かく成長してきたのに、教科書の結果と違って
しまったことはありませんか。
そこで、この単元では、料理番組方式を取り
入れ、問題を考えた時間に、実験結果を見せら
れるようにします。授業でこの問題を取り上げ
る日には、事前に準備しておいた実験装置の結
果が見られるように、逆算して準備しておきま
す。学校で準備する場合、連休のときの世話が
難点ですので、自宅で準備しておくのも１つの
方法です。
大変だなあと思うかもしれませんが、各班に
１鉢、結果が見せられれば、完璧です。本物で

結果を見せることができれば、動画での検証よ
りも、子どもたちは大喜びです。また、数週間
後の検証よりも、印象的に学ぶことが可能にな
ります。
事前準備のめやすです。事前準備は、簡易な
方法で行います。発芽実験なら、発芽した種子
の準備は、バットなどにペーパータオルを敷き、
水でぬらします。そこに種子を置いて発芽させ
ます。発芽していない種子は、種の袋からその
まま使います。

料理番組方式を使わない場合は、実験装置づ
くりを行い、結果が現れたところで、まとめて
いきます。発芽（インゲンマメ）の単元をはじ
めるときは、気温の確認が必要です。理科室で
実験するなら、室温が25℃以上になってから、
始めるようにします。

３　問題１　プリンカップに水で
ぬらした脱脂綿と渇いた脱脂綿入
れて、それぞれインゲンマメの種
子を置きました。どちらのインゲ
ンマメも発芽しますか。 （１次１時）
プリンカップ
などに脱脂綿を
入れ、その上にイ
ンゲンマメの種
子を置いたもの
を机に配ります。
成長したインゲンマメや実の画像を見せて、
インゲンマメの種子（種）であることを教えま
す。
Ｔ　このまま机の上に置いておくと発芽します
か。（発芽とは、種子から芽や根が出ること）
Ｃ　発芽します。
Ｃ　発芽しません。
Ｔ　このままでは、発芽しないならば、この種
子に何をしたら発芽しますか。
Ｃ　水をあげる。
Ｃ　土をかぶせる。
Ｃ　暗いところに置く。
Ｔ　いろいろ出てきましたね。今日の問題は、
（実際に演示しながら、問題を板書します）「プ
リンカップに脱脂綿と水を入れて、インゲン
マメの種子を置き理科室に置きました。イン
ゲンマメは、発芽しますか」（発芽したイン
ゲンマメの画像を準備して、発芽した状態を
教えます）です。予想は、５ つの中から選
んでください。
予想

ア　両方の種子が発芽する
イ　水でぬらした脱脂綿の種子は発芽する
ウ  乾いた脱脂綿の種子は発芽する
エ　両方とも種子は発芽しない
オ　見当がつかない
問題について、質問があれば応えます。ノー
トに問題を書いて、自分の予想と選んだ理由を

 

2 
 

りも、子どもたちは大喜びです。また、数週間

後の検証よりも、印象的に学ぶことが可能にな

ります。 

 事前準備のめやすです。 

 料理番組方式を使わない場合は、実験装置づ

くりを行い、結果が現れたところで、まとめて

いきます。発芽(インゲンマメ)の単元をはじめ

るときは、気温の確認が必要です。理科室で実

験するなら、室温が 25℃以上になってから、始

めるようにします。  

33  問問題題１１  ププリリンンカカッッププにに水水ででぬぬららししたた脱脱脂脂

綿綿とと渇渇いいたた脱脱脂脂綿綿入入れれてて、、そそれれぞぞれれイインンゲゲンン

ママメメのの種種子子をを置置ききままししたた。。どどちちららののイインンゲゲンン

ママメメもも発発芽芽ししまますすかか。。  ((11 次次 11 時時))  

 プリンカップなど

に脱脂綿を入れ、そ

の上にインゲンマメ

の種子を置いたもの

を机に配ります。 

 成長したインゲン

マメや実の画像を見せて、インゲンマメの種

子(種)であることを教えます。 

T このまま机の上に置いておくと発芽しま

すか。(発芽とは、種子から芽や根が出る

こと) 

C 発芽します。 

C 発芽しません。 

T このままでは、発芽しないならば、この

種子に何をしたら発芽しますか。 

C 水をあげる。 

C 土をかぶせる。 

C 暗いところに置く。 

T いろいろ出てきましたね。今日の問題は、

(実際に演示しながら、問題を板書します)

｢プリンカップに脱脂綿と水を入れて、イ

ンゲンマメの種子を置き理科室に置きま

した。インゲンマメは、発芽しますか｣(発

芽したインゲンマメの画像を準備して、発

芽した状態を教えます)です。予想は、5 

つの中から選んでください。 

予想 

ア 両方の種子が発芽する 

イ 水でぬらした脱脂綿の種子は発芽す

る 

ウ  乾いた脱脂綿の種子は発芽する 

エ 両方とも種子は発芽しない 

オ 見当がつかない 
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書きましょう。迷っている人や発芽するかどう
か分からない人は、見当がつかないに入ること
を教えます。
理由が書けない子どもには、「どうして、そ
う予想したの」と、問いかけてみます。文字に
書けない子どもでも、話すことはできる子ども
もいます。何となく発芽すると思う。という理
由も認めていきましょう。
子どもたちが、理由を書いているとき、教師
は見守ることに努めます。騒ぎそうな子、困り
切って何もできない子にだけ個別に声をかけま
す。５～７分程度時間をとって、予想の分布を
挙手で確認します。このとき、全員が挙手して
いることを確かめます。
次に、迷っている子の理由を発表させます。
机間巡視をしながら、発言して欲しい子には、
ノートに○をつけて、小さな声で「発言してね」
と伝えます。
見当がつかない子、少数意見の子、多数意見
の子と、順番に理由を発言させます。ここで、
話し合いができるようになると理科の授業が楽
しくなります。
Ｔ　では、結果を見せます。
子どもたちは、びっくりします。
Ｔ　この授業の１週間前に、インゲンマメをプ
リンカップに入れて、水をあげておきました。
と話して、教卓の下から発芽したインゲンマ
メのカップを見せます。数がそろえば、班ごと
に配るのがよいと思います。
結果は、課題の文をそのまま使うことも教え
ます。「プリンカップに脱脂綿と水を入れて、
インゲンマメの種子を置き理科室に置いたイン
ゲンマメは、発芽しました」分かったことにつ
いては、この実験から気づいたこと、発見した
こと、確かになったことなどを書くように伝え
ます。他の人の意見について、自分の考えたこ
とを書いてもよいでしょう。

４　問題２　問題１の実験で発芽
したインゲンマメの種子にどんな
条件があったのでしょうか。
Ｔ　問題１でイン
ゲンマメの種子
に、水をあたえ
ました。「種子
にとって水は、
発芽のための条
件」と言います。
Ｔ　条件の意味が分かりますか。（今日は、条
件が悪いので、水泳の授業はできません。ど
んな条件が、悪かったのでしょうか。条件を
理解できるようにします）
Ｔ　発芽したインゲンマメの種子は、水の他に
どんな条件が、理科室にあったのか考えるの
が、今日の問題です。
子どもたちに質問があるかたずねます。質問
がなければ、ノートに問題を書いて、予想とし
て、水と書きましょう。水の他にも思いつくも
のを書いてください。
子どもたちからは、水のほかに「空気･温度
（あたたかさ）･明るさ」などの予想が出さ
れます。
Ｔ　種子の発芽に必要な条件は「水･空気･温
度（あたたかさ）･明るさ」の４つですか。
これは、必要ないと思う条件がありますか。
Ｃ　明るさは、必要ないと思います。
子どもたちからは、明るさが必要ないと意見
が出るでしょう。土の中は真っ暗なのに発芽す
るので明るさが必要ない、という考えは、子ど
もたちも納得できると思います。
明るさも確かめたい場合は、３つの実験を
セットして考えるようにします。
また、発芽と空気の関係のときに「地中には
空気がないのに発芽するので空気は発芽に必要
ない」等の意見には、土の入った鉢に水中入れ
る等して、地中の空気を確認しましょう。
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問題について、質問があれば応えます。ノ

ートに問題を書いて、自分の予想と選んだ理

由を書きましょう。迷っている人や発芽する

かどうか分からない人は、見当がつかないに

入ることを教えます。 

理由が書けない子どもには、｢どうして、

そう予想したの｣と、問いかけてみます。文

字に書けない子どもでも、話すことはできる

子どももいます。何となく発芽すると思う。

という理由も認めていきましょう。 

 子どもたちが、理由を書いているとき、教

師は見守ることに努めます。騒ぎそうな子、

困り切って何もできない子にだけ個別に声を

かけます。5～7 分程度時間をとって、予想の

分布を挙手で確認します。このとき、全員が

挙手していることを確かめます。 

次に、迷っている子の理由を発表させます。

机間巡視をしながら、発言して欲しい子には、

ノートに○をつけて、小さな声で｢発言して

ね｣と伝えます。 

 見当がつかない子、少数意見の子、多数 

意見の子と、順番に理由を発言させます。こ

こで、話し合いができるようになると理科の

授業が楽しくなります。 

T では、結果を見せます。 

 子どもたちは、びっくりします。 

T この授業の 1 週間前に、インゲンマメを

プリンカップに入れて、水をあげておきま

した。 

と話して、教卓の下から発芽したインゲンマ

メのカップを見せます。数がそろえば、班ご

とに配るのがよいと思います。 

 結果は、課題の文をそのまま使うことも教

えます。「プリンカップに脱脂綿と水を入れ

て、インゲンマメの種子を置き理科室に置い

たインゲンマメは、発芽しました」分かった

ことについては、この実験から気づいたこと、

発見したこと、確かになったことなどを書く

ように伝えます。他の人の意見について、自

分の考えたことを書いてもよいでしょう。 

 

44  問問題題 22  問問題題 11のの実実験験でで発発芽芽ししたたイインンゲゲンン

ママメメのの種種子子ににどどんんなな条条件件ががああっったたののででししょょ

ううかか。。  

T 問１でインゲン

マメの種子に、水

をあたえました。

｢種子にとって水

は、発芽のための

条件｣と言います。 

T 条件の意味が分かりますか。(今日は、条

件が悪いので、水泳の授業はできません。

どんな条件が、悪かったのでしょうか。条

件を理解できるようにします) 

T 発芽したインゲンマメの種子は、水の他

にどんな条件が、理科室にあったのか考え

るのが、今日の問題です。 

 子どもたちに質問があるかたずねます。質

問がなければ、ノートに問題を書いて、予

想として、水と書きましょう。、水の他に

も思いつくものを書いてください。 

 子どもたちからは、水のほかに｢空気･温度 

(あたたかさ)･明るさ｣などの予想が出されま

す。 

T 種子の発芽に必要な条件は｢水･空気･温

度(あたたかさ)･明るさ｣の 4 つですか。こ

れは、必要ないと思う条件がありますか。 

C 明るさは、必要ないと思います。 

 子どもたちからは、明るさが必要ないと意

見が出るでしょう。土の中は真っ暗なのに発

芽するので明るさが必要ない、という考えは、

子どもたちも納得できると思います。 

 明るさも確かめたい場合は、3 つの実験をセ

ットして考えるようにします。 

５　問題３　水のほかに「空気・適
当な温度･明るさ場合によっては、
土」が、発芽に必要な条件か実験し
ましょう。
問題３- １　空気は、発芽に必要な条件ですか
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55  問問題題 33  水水ののほほかかにに「「空空気気・・適適当当なな温温度度･･明明

るるささ場場合合にによよっっててはは、、土土」」がが、、発発芽芽にに必必要要なな

条条件件かか実実験験ししままししょょうう。。  

問問題題 33--11  空空気気はは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でですすかか  

 上の表は、東京書籍の教科書を元に作成して

います。使用する教科書会社の表を使って条件

統一の理解を深めます。ここまでノートに書か

せます。 

T 空気が必要かどうか調べるためには、空気の

ある場合とない場合を実験するね。そして、

空気以外の条件は、同じにしておかないと比

べられないことが分かりますか。 

説明しながら表を完成させましょう。表がで

きたら、実験装置をつくりましょう。 

 実験措置ができたところで予想を書かせます。

理由の根拠が、全体で共有できないと思います

から話し合いは行いません。 

結果の実験を見せます。結果から、何が分か

るのか、子どもたちと考えながら、板書して子

どもたちは、ノートに書きます。 

 

問問題題 33--22  適適当当なな温温度度はは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でで

すすかか  

 子どもたちは、｢温度｣と言いますが、温度は、

-20℃でも温度があるので、｢(発芽するのに)適

当な温度｣と言い換えます。同じように、適当な

温度が、発芽に必要な条件か調べる実験では、

変えない条件は何か、変える条件は何か、子ど

もたちと相談しながら進めます。 

 

問問題題 33--33  明明るるささはは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でですすかか  

 子どもが、｢調べる必要がない｣と言ったらや

らなくてもよいでしょう。しかし、やってみな

くて分からない子どもがいるようなら実験しま

しょう。 

上の表は、東京書籍の教科書をもとに作成し
ています。使用する教科書会社の表を使って条
件統一の理解を深めます。ここまでノートに書
かせます。
Ｔ　空気が必要かどうか調べるためには、空気
のある場合とない場合を実験するね。そして、
空気以外の条件は、同じにしておかないと比
べられないことが分かりますか。

 

4 
 

55  問問題題 33  水水ののほほかかにに「「空空気気・・適適当当なな温温度度･･明明

るるささ場場合合にによよっっててはは、、土土」」がが、、発発芽芽にに必必要要なな

条条件件かか実実験験ししままししょょうう。。  

問問題題 33--11  空空気気はは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でですすかか  

 上の表は、東京書籍の教科書を元に作成して

います。使用する教科書会社の表を使って条件

統一の理解を深めます。ここまでノートに書か

せます。 

T 空気が必要かどうか調べるためには、空気の

ある場合とない場合を実験するね。そして、

空気以外の条件は、同じにしておかないと比

べられないことが分かりますか。 

説明しながら表を完成させましょう。表がで

きたら、実験装置をつくりましょう。 

 実験措置ができたところで予想を書かせます。

理由の根拠が、全体で共有できないと思います

から話し合いは行いません。 

結果の実験を見せます。結果から、何が分か

るのか、子どもたちと考えながら、板書して子

どもたちは、ノートに書きます。 

 

問問題題 33--22  適適当当なな温温度度はは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でで

すすかか  

 子どもたちは、｢温度｣と言いますが、温度は、

-20℃でも温度があるので、｢(発芽するのに)適

当な温度｣と言い換えます。同じように、適当な

温度が、発芽に必要な条件か調べる実験では、

変えない条件は何か、変える条件は何か、子ど

もたちと相談しながら進めます。 

 

問問題題 33--33  明明るるささはは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でですすかか  

 子どもが、｢調べる必要がない｣と言ったらや

らなくてもよいでしょう。しかし、やってみな

くて分からない子どもがいるようなら実験しま

しょう。 

説明しながら表を完成させましょう。表がで
きたら、実験装置をつくりましょう。

実験措置ができたところで予想を書かせます。
理由の根拠が、全体で共有できないと思います
から話し合いは行いません。
結果の実験を見せます。結果から、何が分か
るのか、子どもたちと考えながら、板書して子
どもたちは、ノートに書きます。

問‌�題３- ２　適当な温度は、発芽に必要な条件

ですか

子どもたちは、「温度」と言いますが、温度は、
−20℃でも温度があるので、「（発芽するのに）
適当な温度」と言い換えます。同じように、適
当な温度が、発芽に必要な条件か調べる実験で
は、変えない条件は何か、変える条件は何か、
子どもたちと相談しながら進めます。
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55  問問題題 33  水水ののほほかかにに「「空空気気・・適適当当なな温温度度･･明明

るるささ場場合合にによよっっててはは、、土土」」がが、、発発芽芽にに必必要要なな

条条件件かか実実験験ししままししょょうう。。  

問問題題 33--11  空空気気はは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でですすかか  

 上の表は、東京書籍の教科書を元に作成して

います。使用する教科書会社の表を使って条件

統一の理解を深めます。ここまでノートに書か

せます。 

T 空気が必要かどうか調べるためには、空気の

ある場合とない場合を実験するね。そして、

空気以外の条件は、同じにしておかないと比

べられないことが分かりますか。 

説明しながら表を完成させましょう。表がで

きたら、実験装置をつくりましょう。 

 実験措置ができたところで予想を書かせます。

理由の根拠が、全体で共有できないと思います

から話し合いは行いません。 

結果の実験を見せます。結果から、何が分か

るのか、子どもたちと考えながら、板書して子

どもたちは、ノートに書きます。 

 

問問題題 33--22  適適当当なな温温度度はは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でで

すすかか  

 子どもたちは、｢温度｣と言いますが、温度は、

-20℃でも温度があるので、｢(発芽するのに)適

当な温度｣と言い換えます。同じように、適当な

温度が、発芽に必要な条件か調べる実験では、

変えない条件は何か、変える条件は何か、子ど

もたちと相談しながら進めます。 

 

問問題題 33--33  明明るるささはは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でですすかか  

 子どもが、｢調べる必要がない｣と言ったらや

らなくてもよいでしょう。しかし、やってみな

くて分からない子どもがいるようなら実験しま

しょう。 

問‌�題３- ３　明るさは、発芽に必要な条件ですか

子どもが、「調べる必要がない」と言ったら
やらなくてもよいでしょう。しかし、実際に確
かめないとわからない子どもがいるようなら実
験しましょう。

 

4 
 

55  問問題題 33  水水ののほほかかにに「「空空気気・・適適当当なな温温度度･･明明

るるささ場場合合にによよっっててはは、、土土」」がが、、発発芽芽にに必必要要なな

条条件件かか実実験験ししままししょょうう。。  

問問題題 33--11  空空気気はは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でですすかか  

 上の表は、東京書籍の教科書を元に作成して

います。使用する教科書会社の表を使って条件

統一の理解を深めます。ここまでノートに書か

せます。 

T 空気が必要かどうか調べるためには、空気の

ある場合とない場合を実験するね。そして、

空気以外の条件は、同じにしておかないと比

べられないことが分かりますか。 

説明しながら表を完成させましょう。表がで

きたら、実験装置をつくりましょう。 

 実験措置ができたところで予想を書かせます。

理由の根拠が、全体で共有できないと思います

から話し合いは行いません。 

結果の実験を見せます。結果から、何が分か

るのか、子どもたちと考えながら、板書して子

どもたちは、ノートに書きます。 

 

問問題題 33--22  適適当当なな温温度度はは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でで

すすかか  

 子どもたちは、｢温度｣と言いますが、温度は、

-20℃でも温度があるので、｢(発芽するのに)適

当な温度｣と言い換えます。同じように、適当な

温度が、発芽に必要な条件か調べる実験では、

変えない条件は何か、変える条件は何か、子ど

もたちと相談しながら進めます。 

 

問問題題 33--33  明明るるささはは、、発発芽芽にに必必要要なな条条件件でですすかか  

 子どもが、｢調べる必要がない｣と言ったらや

らなくてもよいでしょう。しかし、やってみな

くて分からない子どもがいるようなら実験しま

しょう。 
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暗い場所は、温度が低めなので気をつけます。
段ボール箱をかぶせても明かりがもれることも
あります。
問題３のまとめとして、インゲンマメの種子
が発芽に必要な条件「空気･水･適当な温度」
をまとめます。そして、発芽して土から出てき
た茎・子葉･本葉の名称を確認します。（子葉
は小１既習事項）

６　問題４　インゲンマメの種子
と同じようにでんぷんを含んでい
るものを調べましょう。
これからインゲンマメを配ります。
子どもたちに話して、テーブルに紙を敷き白
インゲン豆の甘納豆を配ります。「食べていい
の」「どうぞ」、喜ぶ子もいますが、嫌いな子も
いると思います。
Ｔ　今食べているのは、インゲン豆のどこなの
かわかりますか。

Ｃ　・・・・・・・・
Ｔ　今食べているのは、インゲン豆の種子です。
甘納豆にする前の種子を配ります。実験の手

順を話します。その通り進めてください。
１　種子の外側にある皮をむきます。
２　種子を切れ目に沿って２つに割ります。
３　棒（杯軸）のようなものがない方を、２つ
におります。
４　２つにおった方の種子をシャーレなどに入
れうすめたヨウ素溶液をスポイトでかけてく
ださい。（シャーレが足りない場合は、プリ
ンカップ･弁当用アルミ皿等で代用）
ヨウ素でんぷん反応には、時間がかかります。
ここまでできた子どもには、下の用紙を取り
にくるように指示します。
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暗い場所は、温度が低めなので気をつけます。

段ボール箱をかぶせても明かりがもれること

があります。 
問題 3 のまとめとして、インゲンマメの種子

が発芽に必要な条件｢空気･水･適当な温度｣を

まとめます。そして、発芽して土から出てきた

茎・子葉･本葉の名称を確認します。(子葉は小

１既習事項) 
66  問問題題 44  イインンゲゲンンママメメのの種種子子とと同同じじよよううにに

ででんんぷぷんんをを含含んんででいいるるももののをを調調べべままししょょうう。。  
これからインゲンマメを配ります。 

子どもたちに話して、テーブルに紙を敷き白

インゲン豆の甘納豆を配ります。｢食べていい

の｣｢どうぞ｣、喜ぶ子もいますが、嫌いな子もい

ると思います。 

T 今食べているのは、インゲン豆のどこなの

かわかりますか。 

C ・・・・・・・・ 

T 今食べているのは、インゲン豆の種子です。 

 甘納豆にする前の種子を配ります。実験の手

順を話します。その通り進めてください。 

1 種子の外側にある皮をむきます。 

2 種子を切れ目に沿って 2 つに割ります。 

3 棒(杯軸)のようなものがない方を、2 つにお

ります。 

4 2 つにおった方の種子をシャーレなどに入

れうすめたヨウ素溶液をスポイトでかけて

ください。(シャーレが足りない場合は、プ

リンカップ･弁当用アルミ皿等で代用) 

 ヨウ素でんぷん反応には、時間がかかります。 

ここまでできた子どもには、下の用紙を取り

にくるように指示します。 

T ヨウ素液をかけたインゲンマメの種子は、

何色になっていますか。(濃いヨウ素溶液を

使うと、短時間で色が変わります。色は、黒

みが強い紫色になります) 

C 紫色・・・ 黒・・・ 

T この色を青紫色と言います。でんぷんとい

う養分が含まれているものに、ヨウ素液をか

けると青紫色になります。プリントの絵にあ

る種子に、青紫色を浸けましょう。 

Ｔ　ヨウ素液をかけたインゲンマメの種子は、
何色になっていますか。（濃いヨウ素溶液を
使うと、短時間で色が変わります。色は、黒
みが強い紫色になります）
Ｃ　紫色・・・　黒・・・
Ｔ　この色を青紫色と言います。でんぷんとい
う養分が含まれているものに、ヨウ素液をか
けると青紫色になります。プリントの絵にあ
る種子に、青紫色を浸けましょう。
Ｔ　インゲンマメには、でんぷんという養分（栄
養）が、入っていることがわかります。
Ｔ　でんぷんが、入っているものを探します。
プリントを見てください。米にはでんぷんが
ありそうだと思ったら○、ないと思う人は何

も書きません。
Ｔ　では、米にヨウ素溶液をかけましょう。
すべてのものを一度に予想すると、理由のな
い予想になります。「米にでんぷんがあるなら、
ご飯にもあるかな？でも、米を炊くとでんぷん
がなくなってしまうかな？」いろいろ考えるこ
ともできます。時間があれば、１つずつ確かめ
ていくことをすすめます。

トレーなどにラップをしいて、確かめるもの
をのせます。紙にのせると紙の糊が、でんぷん
反応を示すときがあります。
子どもたちは、何にでんぷんが入っていると
まとめるでしょうか。子どもから出てこない場
合は、「でんぷんは、植物でできている食べ物
に含まれている」と、教師がまとめてもよいと
思います。食べ物（含まれるでんぷん）によっ
て、ヨウ素でんぷん反応の色が、青紫から赤紫
まで少しずつ変わります。

７　問題５　インゲンマメの種子
を２等分して、スケッチしましょ
う。本葉や茎になるところが、わか
りますか。子葉になるところが、分
かりますか。
一晩水に浸けたインゲンマメの種子を配りま
す。（種子を置く紙等を準備）
１　やさしく一番外側の皮をむきます（1）
２　割れ目に沿って、種子を割りましょう
３　種子の中が見えるように置きます（2）
ここで問題５を伝えて、記入用紙とルーペを
配ります。双眼実体顕微鏡の扱いに慣れていれ
ば、合わせて使います。

スケッチします。
○１本線で切目なく
○影はつけない
種子のスケッチに

「根・茎・本葉」にな
るところを書き込み
ます。次に、「子葉」
になるところを書き込みます。どこが子葉なの
か分からない子どももいますが、発芽した実物
と見比べて子葉は、種子の本体部分であること
に気づけるようにします。
考えましょう

発芽後アイウの観察画を成長した順に並べま
しょう。（種子の大きさを同じにしています。
実物も提示できるとよいです）
ア→イ→ウの順番は、すぐに分かると思いま
す。
Ｔ　写真を見て「茎・子葉･本葉」のなかで成
長していないのはどれですか。
茎も本葉も大きくなっています。成長せずに、
しおれていくのは、子葉です。
Ｔ　でんぷんが入っていた子葉には、どんな役
割があったのだと思いますか。

子どもたちの考えを発表してもらいましょう。
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具体的に出てこない場合は、そのまま授業を終
えます。

８　問題６　発芽する前のインゲ
ンマメの種子には、でんぷんが含
まれていました。発芽して成長した
インゲンマメの子葉（＝種子）にヨ
ウ素液をかけると、発芽前の種子
と同じような青紫色になりますか。
前の時間の続きになります。このとき、発芽
前のインゲンマメとある程度成長したあとの子
葉が必要になります。発芽後の子葉は、落ちて
しまうこともあります。落ちてしまった場合は、
ラップにくるみ乾燥しないように冷蔵庫の野菜
室で保存します。子葉のでんぷんが、全くなく
なってしまった場合は、小さくしおれています。
実験前に水につけておくことも大切です。
発芽する前の種子と発芽してしばらく成長し、
しおれてしまった子葉（種子）を見せます。種
子にでんぷんが含まれていることを、確認のた
めに演示で見せて、各テーブルに配ります。そ
の後で、発芽してしばらくした子葉を横に切り
ます。そこで、この子葉をうすめたヨウ素溶液
につけると、発芽する前の種子と同じような青
紫色になりますか。と、問題を板書します。
子葉の形から、同じような青紫色にはならな
いという予想が多くでます。しかし、子葉ので
んぷんが、発芽のための養分（栄養）として、
使われたという考えは、子どもたちから出てき
ません。実験で確かめて、でんぷんは、発芽の
ときに養分として使われたことを教えます。

種子が、水･空気･適当な温度という３つの
条件で発芽できるのは、種子の中に「芽や根」

になるところがあり、それらが、成長するのに
必要な養分をもっているからです。
このことが、種子の一番大切なところです。
人間は、その種子を食料として頂いています。
イネ･ムギ･トウモロコシ･ダイズ･ゴマ等、
人間の食料として種子は、利用されています。
そして、雑草とよばれているどんな植物の種子
にも、でんぷんという養分は、含まれています。
時間があったら、いろいろな植物の熟した種
子を採集してきて、乳鉢などでつぶして、ヨウ
素溶液をかけてみます。すると、青紫色を示し
ます。
９　問題７　インゲンマメの種子
が発芽する条件は「水･空気･適当
な温度」でした。発芽したインゲン
マメを「水･空気･適当な温度」の
条件で育るのと「水･空気･適当な
温度･日光」の条件で育てるのでは、
どちらも同じように育ちますか。

実験装置を見せてから、問題を伝えます。箱
の内側は黒い紙などで遮光できるようにしてお
きます。日光を当てていない方は、数日で白く
なり枯れてしまいます。子どもたちに見せるタ
イミングが、重要です。植物の成長に日光は欠
かせません。

10　問題８　インゲンマメが育
つためには、「水･空気･適当な温
度･日光」が、必要でした。インゲ
ンマメに肥料をあたえました。肥
料をあたえたインゲンマメの育ち
方は、あたえないものと同じですか。

子どもたちは、肥料による成長の違いについ
て、実験で確かめなく何となく理解していると
思います。わざわざ肥料をあたえるのは、成長
によいからだと、知っているはずです。
しかし、肥料をあたえた方が、枯れてしまう
ような結果になってしまうことがあります。最
も注意が必要なのは、肥料の濃度です。液肥を
作る量は、鉢土全体がまんべんなく湿り、鉢底
から少し流れ出る必要です。薄い液肥を回数多
く与えることが大切です。規定量に対して水の
量は変えずに原液の量を減らすと失敗しません。
固体の肥料は、速効性がなく、濃度の調整も
難しくなります。

11　実験の結果を予想する

「この後どうなるのだろう」子どもたちにとっ
て興味深い問いかけになると思います。実験結
果は、事実として子どもたちに確認できること
が大切です。結果がなぜそうなったのかと理由
を問いかけられると、考えは浮かびません。
発芽して成長したインゲンマメの子葉（＝種

子）　にヨウ素液をかけると、発芽前の種子と

同じような青紫色になりますか。

青紫色になるかという事実を問いかけていま
す。これは、発芽した後数日成長した子葉に、
でんぷんが含まれているかを「事実の変化」と
して問題にしています。子どもたちの予想は、
しおれた子葉を見て、でんぷんが発芽前よりも
少なくなっていることを予想することはできる
と思います。さらに、子葉のでんぷんが少なく
なった事実から、なぜ少なくなったのだろうか
と、でんぷんという養分を何に使ったのだろう
かと問題を発展させることができます。
教科書では、「子葉は発芽するときに、どの
ようなはたらきをしているのだろうか」と、問
題いかけます。予想として「子葉がしぼんだの
は、中にあったものが発芽するために使われた
のではないか」では、確かめる実験を考えましょ
う。実験「発芽する前と後の子葉を調べましょ
う」と進みます。結果は、発芽の前後ででんぷ
んが、少なくなっていることを確認します。
まとめは、子葉の中にはでんぷんが含まれて
いる。子葉の中のでんぷんは、発芽するときの

養分として使われます。と進みます。
事実を問いかけることで、子どもが具体的に
思考することができるようになります。具体的
な事実の結果から、その理由を考えることも楽
しくなります。実験結果を予想することで、理
科の授業は楽しくなると思います。問題を１つ
だけでも試してください。きっと、楽しい授業
になると思います。

発芽する前の種子の断面図と本葉が開いた後

の使用の断面図を解剖顕微鏡やルーペで観察し

ましょう。でんぷんの粒が、黒紫色に染まって

いるのがわかります。教師が、顕微鏡投影機で

見せるのも効果的

です。そのために

は、本葉が３～４

枚ついた苗が必要

になります。
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